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本日の話題本日の話題

■目録の現在

■解決すべき課題

■そのための取り組み

■目録の未来とは
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■目録の現在、解決す
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すべき課題



目録の現在目録 現在

目録原則/規則/フ• 目録原則/規則/フォーマッ

→パリ原則、NCR、AACR、Mリ原則、NCR、AACR、M

• 目録業務録業務

→図書館システム、書誌ユー

• 目録サービス

OPAC→OPAC
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トット

MARCフォーマットMARCフォ マット

ーティリティ、業務委託

少なくとも基本的な部分少なくとも基本的な部分
に関して、目録業務の合
理化はほぼ完了している理化はほぼ完了している



目録に関する様々なレポート目録に関する様 なレポ ト

•LCのワーキンググループ報告書•LCのワーキンググループ報告書
「書誌コントロールの将来に関するワーキング・グ
Working Group on the Future of Bibliograph
Record：Report of The Libraryof Congress W
Bibliographic Control.
http://www.loc.gov/bibliographic-future/newsp g g p
[accessed 200９-0９-01].

•国立情報学研究所（NII）国立情報学研究所（NII）
「次世代目録所在情報サービスの在り方
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/proj
[accessed 2009-09-01]

・国立国会図書館国立国会図書館
「書誌データの作成・提供の方針（200
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/hou
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[accessed 2009-09-01]

： 2005～2005

グループ報告書」
hic Control, Library of Congress. On the 
Working Group on the Future of 

s/lcwg-ontherecord-jan08-final.pdf g j p

方について（最終報告）」
ject/catwg_last.html, 

08）」
usin2008.pdf,



目録の課題とは、目録の課題とは、

▼「インターネットの普及と資料の
・ウェブ技術の進展
・検索エンジンの普及
・利用者行動の変化、目
・図書館で取り扱う電子資
・学術情報世界における
・OPACの機能改善の遅

▼「目録の費用対効果」を示す
・投下した費用に十分な投下 た費用 十分な
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の電子化の進展」への対応

録離れ
資源の増大

るカバー率の低下
遅れ

効果を生み出す必要効果を み出す必要



■解決のため

FRBR 
目録原則目録原則

目録規則

OPACOPAC 
MARC
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めの取り組み

電子資源の管理資 管
書誌ユーティリティ

etc…etc



目録の壁を越えるには目録の壁を越えるには

目録 壁 紙 印刷メデ目録の壁： 紙・印刷メディアの

従来の従来の
・目録規則、MARC 
図書館システム O・図書館システム、O

・書誌ユーティリティ
NACSIS CATやONACSIS-CATやO

れらをそれぞれ見直これらをそれぞれ見直

そもそも目録とは、何か
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ため 目録のための目録

フォーマット
OPACOPAC

OCLCOCLC 

直す 要があ直す必要がある

か？



そもそも目録とは何か？ ： ＦＲそもそも目録とは何か？ ： ＦＲ

FRBR F ti l R i t

唯一の書誌的コントロールの理論

FRBR: Functional Requirement
（http://www.ifla.org/VII/s13/

日本語版：
「書誌 ドの機能要件 IFLA書「書誌レコードの機能要件: IFLA書
ループ最終報告」 （IFLA目録部会
和中幹雄 古川肇 永田治樹 訳和中幹雄・古川肇・永田治樹 訳
http://www.jla.or.jp/mokuroku/
h // fl / / /fhttp://www.ifla.org/VII/s13/fr
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ＲＢＲＲＢＲ

t f Bibli hi R d

論的根拠

t of Bibliographic Records
frbr/）

書誌 ド機能要件研究グ書誌レコード機能要件研究グ
会常任委員会承認）

訳訳
/frbr_japanese.pdf
b /f b dfbr/frbr-jp.pdf



FRBRのポイント①FRBRのポイント①

①目録を 利用者側の視点から①目録を、利用者側の視点から

■利用者行動の4類型■利用者行動の4類型
・実体の発見 (Find)
・実体の識別 (Identify)・実体の識別 (Identify)
・実体の選択 (Select)
・実体の入手 (Obtain)・実体の入手 (Obtain)

■利用者の観点に基づく実体■利用者の観点に基づく実体
①著作、表現形、体現形、個
②個人と団体②個人と団体、
③概念、場所、物、出来事
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ら見直したら見直した

体（関心の対象）体（関心の対象）
個別資料、



FRBRのポイント②

②資料をタイトルによってグループ

FRBRのポイント②

②資料をタイト グ

出典：橋詰秋子. OCLCのFRBR化の取組み：xISBNサービ
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http://current.ndl.go.jp/ca1665

プ化するモデルを明示した化す デ を明示

ビスを中心に. カレントアウェアネス. 2008, (296), p.10-11. , ( ), p



ＦＲＢＲの現在ＦＲＢＲの現在

ＦＲＢＲはあくまでもモデルであるたはあくまでも デ であるた
わからない。どのように具体化する

OCLC

WorldCat.org

View all editions and formats
と表示されると表示される
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ため、実際にうまく運用できるかはため、実際にうまく運用できるかは
るのかはこれから。



「学問のすすめ」
の様々な版が提
示される
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FRBR以前以前

▼標目： 目録原則 →パリ原則

▼記述： 国際標準書誌記述（IS▼記述： 国際標準書誌記述（IS

（1974年以降,5-10年ごと

各国の目録規則：パリ原則とISBD各国の目録規則： リ原則とISBD

例えばNCRや

基本的な記述の→基本的な記述の

→互いの目録を交
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(1961年制定）

SBD）SBD）

とに改訂）

Dに基づいて制定Dに基づいて制定

やAACR2

の要素や区切り記号などは同じの要素や区切り記号などは同じ。

交換しやすくする。



FRBR以後以後

■1997年 FRBR（書誌レコードの■1997年 FRBR（書誌レコ ドの

▼目録原則の改訂→国際目録原

→標目だけでなく記述を含め、

にまで拡張した原則として制にまで拡張した原則として制

日本語訳：http://www.ndl.go.jp/j

▼ISBDの改訂→エリア0の新設

→コンテンツ形式およびメディア→コンテンツ形式およびメディア

（従来のエリアは8つ）

▼各国の目録規則の改訂→AA

NCNC
Copyright © 2006 Keio University ｜
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の機能要件）の機能要件）

原則覚書（ICP)(2009年2月完成）

、テキストからあらゆる種類の資料

制定制定

jp/library/data/ICP-2009_ja.pdf

ア種別を記述するためのエリアア種別を記述するためのエリア

CR2からRDAへ

Rは検討中Rは検討中



次の目録規則： RDA次の目録規則： RDA

から 名称変更・AACR3からRDAに名称変更

→Resource Description and AcResource Description and Ac

・2008年11月に草案公開、2009年
→http:// rd j r /rd f→http://www.rda-jsc.org/rdaf

・オンラインで提供される予定

・FRBRに忠実な規則

電子資料の記述に柔軟で拡張可・電子資料の記述に柔軟で拡張可

・特定のレコード構造に縛られず、様特定 構造 縛 れず 様
→構文は規定せず、意味のみを規
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ccessの略ccessの略

10月-12月に刊行予定
fulldr ft htmlfulldraft.html

可能な枠組みを提示可能な枠組みを提示

様々なコミュニティと共有しやすい様 共有 やす
規定



RDAの章立て

1 Recording Attributes of Manife

RDAの章立て

1.  Recording Attributes of Manife
2.  Recording Attributes of Work a
3. Recording Attributes of Person,3.  Recording Attributes of Person,
4.  Recording Attributes of Concep
5.  Recording Primary Relationship

Manifestation, and Item
6.  Recording Relationships to Pers

A i t d ith RAssociated with a Resource
7.  Recording Subject Relationships
8 Recording Relationships betwee8.  Recording Relationships betwee

Manifestations,  and Items
9.  Recording Relationships betwee

Corporate Bodies
10. Recording Relationships betwee

d Pl
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and Places

station and Itemstation and Item
nd Expression
, Family, and Corporate Body, Family, and Corporate Body

pt, Object, Event, and Place
ps between Work, Expression,   

sons, Families, and Corporate Bodies  

s
en Works Expressionsen Works, Expressions, 

en Persons, Families,  and 

en Concepts, Objects, Events,  



次のＭＡＲＣ次のＭＡＲＣ

・目録規則が変われば、それをベー目録規則 変われ それを
変わる
※2008年 RDA/MARC Working※ 年 g
→2009年9月に、MARC21に新

が新設されたが新設された

・MARCのレコード構造（ISO2709
ＭＡＲＣ ＸＭＬ ＭＯＤＳＭＡＲＣ ＸＭＬ， ＭＯＤＳ
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ースにしているＭＡＲＣの項目も項目も

g Group発足g p発足
新たなタグ（336,337,338)

）の次は？ →ＸＭＬ

…
レコード
ラベル
(24)

FS データ
フィールド
(可変)

FS RSデータ
フィールド
(可変)

FSエントリ
(12) …

エントリ
(12)

ディレクトリ データフィールド群

RS : Record Separator (1バイト=1D)
FS : Field Separator (1バイト=1E)
SS : Sub-field Separator (1バイト=1F)
IND : インディケータ(2バイト)
SFI : サブフィールド識別子(1バイト)

タグ
(3)

フィールド
長(4)

開始位置(5)

245       0039           00108

データ(固定長)
* コントロールフィールド(001-008)

IND SS データ
(可変)

SS SFI データ
(可変)･･･

SFI

6
$   A   016         2    Ｚ３９．５０実装

SS SFI データ
長
(3)

データ
モ
ー
ド

JAPAN/MARCの場合

SS SFI データ
長
(3)

データ
モ
ー
ド

･･･

00  $    a  Z39.50 implementation experiences



RDA MARCだけではない様々なRDA,MARCだけではない様々な

■Vocabulary Mapping Framework（■Vocabulary Mapping Framework（

→ “VMF project announcement” 

（http://www.doi.org/news/VMF projec（http://www.doi.org/news/VMF_projec

・CIDOC CRM ：博物館の概念参照

DCMI（D bli C M d I i・DCMI（Dublin Core Metadata Ini

・DDEX ：デジタル音楽のメタデータ

・DOI：デジタルオブジェクト識別子

・FRBR：書誌レコードの概念モデル

・LOM：教育用コンテンツメタデータ

・MARC２１：北米の図書館メタデー

・ONIX：出版社による書籍の電子商

・RDA：次の目録規則
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なメタデータとの連携なメタデータとの連携

（VMF）（VMF）

ct announcement 090615.pdf）ct_announcement_090615.pdf）

照モデル

i i i ) ウ ブ上 メタデ タ標準itiative)：ウェブ上のメタデータ標準

タフォーマット

子

ル

タ

タフォーマット

商取引用メタデータ



メタデータのワークフロー
（図書のメタデータの交換図）
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出典： NISO, OCLC. “Streamlinin
http://www.niso.org/publications/w

g Book Metadata Workflow” p.17
white_papers/StreamlineBookMetadataWorkflowWhitePaper.pdf



次のOPAC次のOPAC

■次世代ＯＰＡＣ■次世代ＯＰＡＣ
欧米の大学図書館を中心に普及が

伝統的な 様 な機能を付伝統的なOPACに様々な機能を付
①入力支援：スペルチェック、サジ
②豊富な情報表示：表紙画像、目
③出力制御：ソート機能
④絞り込み：ファセットブラウジング
⑤関連情報表示：レコメンド
⑥利用者参加：コメント付与
⑦統合検索機能：印刷、電子に限

引用文献： 宇陀 則彦.”利用者中心の設計-次世代OPACの登場”.図
工藤 絵理子, 片岡 真.”次世代OPACの可能性-その特徴
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が進む

付加付加
ジェスト、タグクラウド
目次、

グ

限らず全ての資料を統合的に検索

図書館雑誌. 2009, no.10, vol.36, p.390-392. 
徴と導入への課題”.情報管理. 2008, no.51,vol.7, p. 480-498 .



実際の画面実際の画面

まずはキーワードをまずはキ ワ ドを

入力させ、その後、

検索結果の横に検索結果の横に

ファセットを表示して、

更なる検索を更なる検索を

ナビゲートする。
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今までとは違う、データの価

コード類

今までとは違う、デ タの価

コ ド類
・言語コード
・出版地コード出版地コ ド
・出版年
・資料形態コード資料形態コ ド
・特定資料表示

件名 (分類）件名 (分類）

著者名
→典拠コントロール

識別子識別子
・ISBN, ISSN

Copyright © 2006 Keio University ｜
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価値価値



これからのOPACに求められるれ ら 求 られ

ユーザが求めること求

・オンラインコンテンツへの直接リンク

・抄録や目次など資料を評価するため抄録や目次など資料を評価するため

・検索結果の適合度ランキング表示

・資料の利用可能性と資料の入手方法資料の利用可能性と資料の入手方法

・高度な検索オプション付きのシンプル

図書館員が求めること

・重複レコードの統合

・誤植の修正

・簡略な書誌レコードの内容の充実化

・目次，抄録，表紙画像など資料を評価

出典： OCLC “Online Catalogs:What users and libraria出典： OCLC. Online Catalogs:What users and libraria

→http://www.oclc.org/reports/onlinecatalogs/f
Copyright © 2006 Keio University ｜
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ること

めのコンテンツめの ンテンツ

法に関する情報法に関する情報

ルなキーワード検索

価するためのコンテンツ

ans want ”ans want 

ullreport.pdf



様々な探索ルートと目録、図書様 な探索ル トと目録、図書

利用者の情報資源発見の経路は

図書館のポータルやOPACが出発

例えばCiNiiやGoogle Scholarか例えばCiNiiやGoogle Scholarか
バーを経由して図書館が所蔵する

様々なルートの中で、図書館の資
資料に導くために、書誌データは必資料 導く 書誌 必
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書館書館

は様々

発点となることはむしろ少ない

から検索をはじめ リンクリゾルから検索をはじめ、リンクリゾル
る論文をダウンロードする

資料に限らず、利用者を目指す
必要なツール必要



目録情報を軸にして世界を広げ

図書館の所蔵へのリンク図書館の所蔵へのリンク

(OCLC経由）

書誌情報

Copyright © 2006 Keio University ｜
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書誌情報

げる



図書館の所蔵情報を日のあた

Google ScholarGoogle Scholar
・電子資源へのリンク
・図書の所蔵情報図書 所蔵情報

Copyright © 2006 Keio University ｜
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たる場所へ



図書館が提供する電子資源図書館が提供する電子資源

外部データ

抄録・索引データベース

外部デ タ

電子ジャーナル

電子ブ ク電子ブック

書誌データベース

電子資源にとって アクセス経

書誌デ タ

電子資源にとって、アクセス経

アクセス経路の確保に書誌デ

Copyright © 2006 Keio University ｜
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源源

内部デ タ内部データ

書誌データベース

機関リポジトリ

各種デジタルデータ

経路の確保が最も重要経路の確保が最も重要

データは欠かせない



図書館における電子資源の図書館における電子資源の

図書費＋図書資料費総額に占め
（この5年でほぼ2倍）（この5年でほぼ2倍）

電子ジャーナルのタイトル数電子ジャーナルのタイトル数、
電子ブックのタイトル数、共に増加

これらの目録データは？
電子ジャ ナルについては ＳＦＸ電子ジャーナルについては、ＳＦＸ
電子ブックについては、版元から提

Copyright © 2006 Keio University ｜
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の現在の現在

める電子資源の割合は約4割

加

Ｘから提供されるMARCＸから提供されるMARC
提供されるMARC



図書館のシステム関連図

次世

他館所蔵目録 EJリ自館OPAC

ILLサービス ILS

一次資料

他館所蔵
冊子体

所蔵する
冊子体

外部
電子
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世代OPAC

抄録・索引DB 機関リポジトリスト

Google
リンクリゾ
ルバ/ERMS

部契約
子資源

外 部 無 料
電子資源

機関内
電子資源



電子資源管理のためのシステ

・リンクリゾルバリンクリゾ
→ＳＦＸ、360 LINK など

・電子情報資源管理システム（ＥＲＭS電子情報資源管理システム（ＥＲＭS
→Verde、360 Resource Manager など
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テム

））
ど



リンクリゾルバのデータ構造

パッケージッケ ジ

&提供サービス

パッケージに含まッケ ジに含ま
れるタイトル

書誌情報
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造



書誌と所蔵のあいだに書誌と所蔵のあいだに

所蔵情報

書誌情報
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所蔵・リンク情報

パッケージ

&提供サービス

パッケージに含ま
れるタイトル

書誌情報



次の書誌ユーティリティ？

・ＷｏｒｌｄＣａｔ Ｌｏｃａｌ

・Ａｒｔｉｃｌｅレベルのデータ

・電子資源の所蔵情報とＩＬＬ・電子資源の所蔵情報とＩＬＬ

・リンク情報や、所蔵範囲情報などリンク情報や、所蔵範囲情報など
含めたナレッジベース

Copyright © 2006 Keio University ｜
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どをどを



■目録の未来とは■目録の未来とは

Copyright © 2006 Keio University ｜
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？？



目録は今後どうあるべきか ：目録は今後どうある きか ：

2008年１月 書誌コントロールの将来2008年１月 書誌コントロ ルの将来
（Working Group on the Future o
“On the Record：Report of The LOn the Record：Report of The L
Group on the Future of Bibliogra

htt :// l /bibli hi f t / /l→http://www.loc.gov/bibliographic-future/news/l

→http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/pdf/onther

勧告の内容は５領域に渡る
①書誌データ作成及び維持の効率①書誌デ タ作成及び維持の効率
②貴重/ユニーク資料その他隠され
③将来のための図書館の技術の位③将来のための図書館の技術の位
④将来のための図書館のコミュニテ
⑤図書館情報専門職の強化
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⑤図書館情報専門職の強化

ＬＣの答申ＬＣの答申

来ワーキング・グループ来ワ キング グル プ
f Bibliographic Control）から、
Libraryof Congress WorkingLibraryof Congress Working 
aphic Control”が提出される

th d j 08 fi l dfcwg-ontherecord-jan08-final.pdf

record_jp.pdf （日本語訳）

率化率化
れた資料のアクセス向上
位置づけ位置づけ
ティの位置づけ



具体的には

・書誌記述の無駄をなくし、効書誌記述の無駄をなくし、効

→貴重・ユニーク資料の組織

→統制アクセスポイントの付

問題は、日本の目録では、この
こなかったために、データが貧
も懸念される。
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効率化を進める効率化を進める

織化

付与

の部分がそれほど重視されて
貧弱なこと。逆にコストの上昇



メタデータライブラリアンにとって

■NRMIG Meeting at ALA Annual, S■NRMIG Meeting at ALA Annual, S

“Ｑ１： What are the IT competencies
→http://blogs.ala.org/nrmig.php?title=nrmig_meeting_a

• XMLの知識識

• リレーショナルデータベースの設計

• データのモデル化デ タのモデル化

• 伝統的な目録の技術に加えて、デー

• プログラミングの知識プログラミングの知識

• Perl言語

• 目録の経験・知識は もはや重要では目録の経験・知識は、もはや重要では
ら非MARC環境へと移ることを手助け
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て必要なIT能力とは？

unday June 28, 2008unday June 28, 2008

s for metadata librarians?”
t_ala_annual_sunday_june_&more=1&c=1&tb=1&pb=1

ータベース, XML, XSLTのスキル

はないが 目録担当者がMARC環境かはないが、目録担当者がMARC環境か
けする必要がある。



まとめ

図書館 と て 資料 メタデ

まとめ

図書館にとって、資料のメタデー

全 資料 クセ を確保全ての資料へのアクセスを確保
この必要性は電子資源が増加し

ITに関する技術、知識が必要

館の外に、サービスを広げる
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タは サ ビ 要ータは、サービスの要

保する保する
しても変わるものではない


